
令和５年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

ともに学び、未来をたくましく生きる人間性豊かな児童の育成 学力向上推進員 委員 校長
教頭・高学年推進員 青木 良樹

～自分の意見や考えをもち、根拠や理由を挙げながら 田中 智穂 研修主任・低学年推進員 秋田 佳世
表現する力を目指した授業づくり～ 中学年推進員 太田 智子 長家 誠

【小中連携または中高連携における共通の取組】 【各校における実行プランの取組状況の把握について】

〇読書活動の推進と国語力の向上を目指した図書館との連携 管理職による授業参観や校内研修等様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題にまじめに取り組む ・基礎的・基本的な知識や技能を用い ・授業の始めや朝の学習の時間に基礎的・ ・文章問題の大事な言葉や数
児童が多い。 て、他の学習や生活場面において活用 基本的な小テスト等を行い、苦手な児童も 字、単位に印を付ける習慣が付
〇基礎的・基本的な確認テスト等では、 することができる。 達成感が味わえるように工夫する。 けられるようにする。
おおむね習得できている児童が多い。 ・本時の学習の内容を習得するために「何

がポイント」「こつ」となるのかを しっかりと
●学級内に学力の差が大きく見られ、 おさえ、児童の学習の「振り返り」に繋げる
理解、習得に時間を要する児童がい ようにする。
る。 ・学年や個人に応じた学習の手立てを用意
●既習の内容や他教科と関連付けて し、他の学習にも活用できるようにする。
考えることに課題がある。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○話をよく聞き、意欲的に発表しようと ・目的に応じて、根拠や理由を明らかに ・「言葉」に着目させることのできる発問作り ・キーワードを提示し、キーワー
する児童が多い。 した自分の考えや思いを伝えることがで をすることで、比較・分類・選択・関連付け・ ドを使って学習のふりかえりがで

きる。 原因・理由の明確化を図る。 きるようにする。
●自分の意見や考えをもち、根拠や理 ・自分の考えや思いを表現する活動を各教
由を挙げながら表現することに課題が 科や朝の会等に取り入れる。（児童の話し
ある。 やすいテーマや国語科で学習した話し方を

活用できるようにする）

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○決められた課題は、最後まで取り組 ・自分の興味や関心がある事柄に対して ・各教科で学校図書館や公立図書館との ・小さなことからポジティブな声掛
める。 進んで学習や読書に取り組むことができ 連携をし、児童の興味の出る選書を行う。 けをし、「できた」が実感できるよ
●自ら考えて課題を決め、主体的に取 る。 ・自主学習のやり方を配布し掲示する。 うにする。
り組むことを苦手としている。 （興味のあることを追究したり、探求する楽

（自主学習・家庭での読書も含む） しさを伝える）
・自主学習の日・家庭学習の日を設け、家
庭学習・読書の習慣化を図る。
・学習の動機づけの工夫を教員間で相談
する。
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